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第３回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

令和元年９月19日(木曜日) 

            午前10時開議 

            午前11時９分閉会 

                   

本日の会議に付した事件 

 高速交通体系に関する件 

 熊本都市圏交通に関する件 

 付託調査事件の閉会中の継続審査について 

                   

出席委員(16人) 

委 員 長  髙  木  健  次 

        副委員長 緒 方 勇 二 

        委  員 前 川   收 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 小早川 宗 弘 

        委  員 田 代 国 広 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 河 津 修 司 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 大 平 雄 一 

        委  員 中 村 亮 彦 

        委  員 吉 田 孝 平 

        委  員 島 田   稔 

        委  員 南 部 隼 平 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

                   

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 山 川 清 徳 

交通政策・情報局長 内 田 清 之 

首席審議員兼交通政策課長 重 見 忠 宏 

土木部 

部 長 宮 部 静 夫 

道路都市局長 村 上 義 幸 

道路整備課長 亀 崎 直 隆 

首席審議員兼都市計画課長 坂 井 秀 一 

 警察本部 

交通部長 古 庄 幸 男 

交通規制課管理官 坂 本 昌 弘 

                   

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 松 本 浩 明 

     政務調査課主幹 植 田 晃 史 

                   

    午前10時開議 

○髙木健次委員長 おはようございます。 

 ただいまから第３回高速交通ネットワーク

整備推進特別委員会を開催します。 

 それでは、付託事件の審査に入ります。 

 山川企画振興部長から、総括説明をお願い

します。 

 

○山川企画振興部長 委員会開会に当たりま

して、本委員会の付託案件の概要について御

説明申し上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、先生方に御協力い

ただきながら、各種要望活動などを実施して

おります。引き続き、早期整備に向けた要望

活動など、積極的に取り組んでまいります。 

 続いて、航空関係でございますが、路線に

つきましては、このところの日韓関係の悪化

による韓国線の運休など、本県の国際線にも

影響が及んでいます。 

 一方で、香港線においては、かねてより念

願だった週３便化が７月から実現し、また、

ラオス航空が阿蘇くまもと空港への路線就航

計画を発表するなど、既存路線の増便や新規

路線就航の動きもございます。 

 韓国線の再開に向けた取り組みを粘り強く

継続していくとともに、既存路線の利用促進
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と新規路線就航に向けた取り組みを進めてま

いります。 

 空港のコンセッションに関しましては、７

月１日から、空港の新たな運営権者である熊

本国際空港株式会社による空港ビルの運営が

スタートしました。 

 空港アクセス鉄道についても、関係市町村

等の協力を得ながら、ルート選定における課

題の抽出や過去の地質調査等の関係資料の収

集、整理等、引き続き詳細調査を鋭意進めて

いるところです。県庁一丸となって、時間的

緊迫性を持って進めてまいります。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 将来の熊本都市道路ネットワークの検討に

つきましては、熊本都市道路ネットワーク検

討会を立ち上げ、６月27日に、国、県、市、

経済界、学識者が出席のもと、第１回検討会

を開催いたしました。また、８月28日には、

新たな道路で描く未来の都市づくりシンポジ

ウムを開催し、パネルディスカッションやア

ンケート調査などを実施しました。 

 また、熊本都市圏総合交通戦略の施策の一

つでありました熊本桜町バスターミナルが、

９月11日に開業いたしました。商業施設等と

一体となって整備されており、今後、中心市

街地の拠点機能の向上やさらなるにぎわいが

期待されます。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から説明申し

上げます。御審議のほどどうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

○髙木健次委員長 それでは、付託事件に関

する事業概要等の説明に入ります。 

 まず、事業概要等について説明を求め、そ

の後、質疑を受けたいと思います。 

 説明につきましては、着座のまま、簡潔に

お願いします。 

 では、執行部から説明をお願いします。 

 亀崎道路整備課長。 

 

○亀崎道路整備課長 道路整備課でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 着座にて説明をさせていただきます。 

 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会

の資料につきましては、変更した箇所を中心

に、簡潔に説明させていただきます。 

 変更部分につきましては、資料にアンダー

ラインを引いておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 まず、Ⅰの１の高規格幹線道路等の整備に

ついて御説明申し上げます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 下から３つ目でございますが、８月10日

に、九州縦貫自動車道の人吉球磨スマートイ

ンターチェンジが供用開始いたしました。 

 次に、その下の９月４日でございますが、

国土交通省で開催されました社会資本整備審

議会道路分科会・第35回国土幹線道路部会に

おきまして、南九州西回り自動車道の八代南

インターから日奈久インターの４キロメート

ルを含む全国880キロメートルが、４車線化

の優先整備区間に選定されました。 

 これらは全て有料区間でございまして、こ

の優先整備区間に選定されますと、財源の確

保状況等を踏まえまして順次事業化され、今

後10年から15年での完成を目指すこととされ

ております。 

 次に、最下段の９月11日でございますが、

九州中央自動車道の矢部―蘇陽間が計画段階

評価に着手されました。 

 ７ページをお願いいたします。 

 九州中央自動車道について、今申し上げま

したとおり、矢部―蘇陽間が計画段階評価に

着手されましたので、今後の取り組みの欄で

ございますけれども、この評価が早期に完了

するよう、国に要望してまいります。 

 少し飛びますが、12ページをお願いいたし

ます。 
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 地域高規格道路の中九州横断道路です。 

 現状の欄の１つ目の丸、熊本市から大津間

のアンダーライン部、環境影響評価でござい

ます。 

 熊本市から大津町間の約14キロメートルの

区間について、準備書の手続が完了し、８月

８日より評価書の手続に着手しております。 

 評価書とは、準備書に対して出されました

知事や一般の方々からの意見について、内容

を検討し、必要に応じて準備書の内容を見直

した上で作成されるもので、環境影響評価の

最終段階の手続となります。 

 次に、少し飛びまして18ページをお願いい

たします。 

 各路線の建設促進活動について記載をして

おります。 

 本年６月の本委員会の後からの主な活動内

容について御説明いたします。 

 まず初めに、①の九州中央自動車道です。 

 アンダーラインのところでございます。 

 ７月24日に、九州の東西軸強化の要望とし

て、熊本、大分、宮崎の九州中央の３県の知

事により、財務省、国土交通省、自由民主党

本部に対して要望活動を行いました。 

 次に、８月２日ですが、熊本県、県議会、

九州横断道路建設促進議員連盟、九州中央自

動車道建設促進期成会の合同による建設促進

大会と、国土交通省等への要望活動を行いま

した。 

 この大会におきまして、国土交通省幹部に

矢部―蘇陽間の計画段階評価の早期着手を強

く求めていただいたことが、９月11日の評価

の着手につながったものと考えております。

ありがとうございました。 

 次に、８月19日でございますが、九州中央

３県、熊本、大分、宮崎の議員連盟の皆様

と、九州中央自動車道と中九州横断道路の整

備促進を強く訴えるために、九州地方整備局

等に要望活動を行い、それから、１つ飛びま

すが、８月21日には、国土交通省と財務省に

要望活動を行いました。 

 １つ戻りまして、８月20日には、九州中央

自動車道の建設促進地方大会を、熊本、宮崎

両県により、本県の嘉島町において行いまし

た。 

 19ページをお願いいたします。 

 ②の南九州西回り自動車道です。 

 アンダーライン部ですが、７月23日及び29

日から30日にかけて、期成会の皆様と、九州

地方整備局、国土交通省、県選出国会議員へ

の建設促進の要望を行いました。 

 ８月７日には、熊本、鹿児島両県の協議

会、期成会及び議員連盟の合同で、国土交通

省、財務省、県選出国会議員に建設促進の要

望を行いました。 

 次に、20ページをお願いします。 

 ③の中九州横断道路でございます。 

 ７月24日の九州中央３県知事要望と、８月

19日と21日に行いました九州中央３県議員連

盟による要望については、先ほど九州中央自

動車道で御説明したとおりでございます。 

 また、７月26日には、熊本、大分両県の期

成会による総会が開催されました。 

 次に、21ページの④熊本天草幹線道路で

す。 

 ８月７日から８日にかけまして、期成会の

皆様と、九州地方整備局、国土交通省、県選

出国会議員へ建設促進の要望活動を行ってお

ります。 

 次に、⑤の有明海沿岸道路(熊本県側)でご

ざいます。 

 ７月１日から３日にかけまして、九州地方

整備局及び県選出国会議員、国土交通省、財

務省へ、荒尾・玉名地域の期成会の皆様と要

望活動を行いました。 

 また、７月19日には、熊本県期成会の皆様

と、国土交通省、財務省及び県選出国会議員

へ要望活動を行いました。 

 最後に、８月21日でございますが、熊本、

福岡、佐賀の３県の議員で設立されておりま
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す有明海沿岸インフラ整備３県議会連絡会議

の皆様と、国土交通省及び県選出国会議員へ

要望活動を行っております。このほか、さま

ざまな機会を捉えて要望活動を行っておりま

す。 

 これからも、委員皆様のお力をおかりまし

て、来年度予算の獲得、各路線の早期整備に

向けまして精力的に要望活動を行ってまいり

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

 以上で道路整備課の説明を終わります。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○重見交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 26ページをお願いいたします。 

 ２、航空路線の利用促進について御説明い

たします。 

 (1)空港の旅客者数の状況でございます。 

 阿蘇くまもと空港のことし４月から７月ま

での旅客者数は、国内線で、前年度に比べま

して約３万9,000人増の104万4,000人、対前

年度同期比103.9％、国際線で、前年度と比

べ約3,000人減の５万7,000人、同じく95.6

％、合計で約３万7,000人増の110万人、同じ

く103.5％となっており、前年度の旅客者数

を上回っているところでございます。 

 続いて、27ページをお願いいたします。 

 (2)国内線の振興について。 

 1)現状の路線数でございますが、８月１日

から、天草エアライン、伊丹線１便が乗員不

足により一時運休しているため、８路線39便

が８路線38便になってございます。 

 また、国内線の各路線の旅客数につきまし

ては、対前年度同期比で申し上げますと、東

京線で101.4％、大阪線では118.1％、名古屋

線では96.3％、沖縄線で108.7％という状況

でございます。 

 28ページをお願いいたします。 

 こちらは、阿蘇くまもと空港の定期便の就

航状況に関しましてでございます。 

 国際線の状況につきましては、後ほど御説

明を申し上げます。 

 30ページをお願いいたします。 

 こちらは、国内線の４月から７月の旅客数

を表にまとめてございます。 

 少し飛びまして32ページをお願いいたしま

す。 

 (3)国際線の振興についてでございます。 

 1)現状の全般でございますが、下から２番

目の丸でございます。 

 このたびの日韓関係の悪化を受けまして、

韓国国内での訪日旅行のキャンセル及び自粛

ムードの広がりによりまして、新たな予約が

入らないなど、航空需要が急激に落ち込んで

いることから、熊本線を含めた全国各地の韓

国路線において、運休などの決定が相次いで

いる状況でございます。 

 一方、その下の丸でございますが、ことし

７月には、ラオス航空が熊本への定期直行便

の就航計画を発表しております。 

 33ページをお願いいたします。 

 上から３番目の丸でございます。 

 こちらは、ソウル線の現状でございます。 

 先ほどの日韓関係の悪化の影響を受けまし

て、ティーウェイ航空は、８月19日から10月

26日まで運休してございます。また、エアソ

ウルも、冬ダイヤ、10月27日から運休する予

定となってございます。 

 また、その下の大邱線につきましても、ソ

ウル線と同じく、８月19日から10月26日まで

運休となってございます。 

 続いて、34ページをお願いいたします。 

 中ほどの香港線でございます。 

 香港線につきましては、ことし３月31日か

ら、香港国際空港の発着枠の調整及び機材繰

り等により一時運休しておりましたが、７月

20日から週３便での運航を開始しておりま

す。 

 その他新規路線の現状でございます。 

 一番下の丸でございますが、ラオス航空
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が、ことし７月25日に記者会見を行いまし

て、熊本への定期直行便の就航計画を発表し

ております。 

 ワットタイ空港とルアンパバーン空港との

間で、それぞれ週２便運航する計画とされて

おり、現在、11月下旬の就航に向け、同社に

おいて、国等関係機関との協議が行われてい

る状況でございます。 

 続きまして、36ページから37ページにかけ

まして、参考の２から４につきましては、今

年度のソウル線、大邱線、高雄線、香港線の

月別利用状況を記載してございます。 

 利用率につきましては、各表の一番右下の

欄をごらんいただければと思います。 

 ソウル線で平均72％、大邱線で46％、台

湾・高雄線で80％、香港線で82％となってご

ざいます。 

 37ページをごらんください。 

 中ほど、2)今後の取り組みの部分でござい

ます。 

 全般としましては、阿蘇くまもと空港の新

たな運営権者である熊本国際空港株式会社と

の連携のもと、各路線の利用促進や増便、新

たな路線誘致、アウトバウンドによる利用促

進対策にも力を入れてまいります。 

 次に、一番下の丸でございます。 

 ソウル線、大邱線につきましては、航空会

社との関係維持をしっかり図りながら、でき

るだけ早期の運航再開に向けて、航空会社と

の協議を粘り強く継続してまいります。 

 38ページをお願いいたします。 

 中ほどの香港線につきましては、このたび

の香港における抗議活動による影響が懸念さ

れますが、関係機関と連携し、現地の情報収

集に努め、動向を注視してまいります。 

 その他新規路線につきましては、一番下の

丸でございますが、ラオス航空による熊本へ

の定期直行便の就航が実現すれば、国内で初

めて、かつ唯一のラオスとの定期路線となり

まして、ラオスを初めとした東南アジア地域

との交流拡大も期待されるところでございま

す。就航実現に向けた同社と国等関係機関と

の協議をしっかり注視してまいります。 

 次に、40ページをお願いいたします。 

 ３、熊本空港の運営の民間委託とアクセス

改善の項目について御説明いたします。 

 まず、(1)空港の運営の民間委託について

の現状でございます。 

 41ページに移りまして、４つ目の丸の部分

でございます。 

 ７月１日に、空港の新たな運営権者である

熊本国際空港株式会社による現空港ビルの運

営が開始されております。 

 少し飛びまして50ページをお願いいたしま

す。 

 空港アクセス鉄道の整備の今年度の取り組

みについてでございます。 

 下から２つ目の丸でございます。 

 本年度、詳細調査を行っているところです

が、現在は、県庁内の関係34課で構成します

プロジェクトチームや関係市町村、関係機関

の協力を得て、ルート選定において課題とな

るコントロールポイント、いわゆる支障とな

る物件等の抽出や、想定区域内における過去

の地質調査等の関係資料の収集及び整理を行

いまして、具体的なルート検討等を行ってい

る状況でございます。 

 51ページをお願いいたします。 

 2)ＪＲ豊肥本線を活用した空港ライナーの

運行についてでございます。 

 今年度の利用者数は、８月末の段階で５万

391人、対前年同期比115％となっており、さ

らに利用がふえている状況でございます。 

 53ページをお願いいたします。 

 空港ライナー利用者用にイオン大津店から

無償提供されている駐車場敷地を活用しまし

たパークアンドライドにつきまして、ことし

からネット予約システムを導入したところで

ございます。 

 高速交通体系については以上でございま



第３回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（令和元年９月19日) 

 

 - 6 - 

す。 

 

○坂井都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 資料の54ページをごらん願います。 

 ローマ数字Ⅱ、熊本都市圏交通に関する件

で、前回から変更しました箇所を中心に御説

明いたします。 

 54ページでは、１、熊本都市圏交通の現状

をお示ししております。 

 55ページをごらん願います。 

 これからは、２、熊本都市圏交通施策の主

な取り組みでございます。 

 前回から変更しました箇所といたしまし

て、少々飛びますが、59ページをごらんくだ

さい。 

 最上段の4)将来の熊本都市道路ネットワー

クの検討について御説明いたします。 

 上から２番目の白丸になります。 

 令和元年６月に、熊本市を中心とした道路

交通の課題を解消し、新しい熊本の礎をつく

るため、国、県、熊本市等が一堂に会し、将

来の新たな道路ネットワークの構想、計画等

について、あらゆる角度から幅広い検討を行

うことを目的に、熊本都市道路ネットワーク

検討会を立ち上げました。 

 上から４番目の白丸になります。 

 第１回検討会を、６月27日に開催しまし

た。熊本市を中心とする道路情勢や社会情

勢、道路交通の現状や課題を、参加者で共有

いたしました。 

 地域経済の発展のためには、新たな道路網

の整備が必要であること、熊本市を中心とし

た新たな道路ネットワークの構築と、その実

現に向けてステップアップしていくことを取

りまとめ、参加者において認識の共有を図り

ました。 

 上から５番目の白丸になります。 

 シンポジウムを８月28日に開催し、230名

の県民、市民の皆様に参加していただきまし

た。 

 シンポジウムでは、県立熊本北高校の生徒

さんによる意見発表、熊本大学・円山准教授

によります基調講演がございました。 

 パネルディスカッションでは、経済界、学

識者、行政からのパネリストによります討論

が行われ、スピード感を持って進めるため

に、県民・市民、経済界、行政の連携が必要

との意見等がございました。 

 また、シンポジウムでは、参加者へのアン

ケート調査も実施しております。 

 今後の取り組みといたしましては、アンケ

ート調査の結果を取りまとめた上で、第２回

検討会を開催する予定でございます。 

 都市計画は以上でございます。 

 

○重見交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 60ページをお願いいたします。 

 (2)公共交通機関の利用促進についてでご

ざいます。 

 1)バスの利便性向上の部分でございます。 

 ９月11日に、熊本桜町バスターミナルが開

業いたしました。また、この開業に合わせま

して、路線バスの行き先案内表示が、そちら

の図にございますが、漢字と数字の組み合わ

せ表示から、アルファベットと数字の組み合

わせに見直されて、例えばインバウンドなど

の方にもわかりやすいような表示に変わって

おります。 

 61ページをお願いいたします。 

 交通系ＩＣカードについてでございます。 

 くまモンのＩＣカードは、本年７月末現

在、累計発行枚数が22万5,000枚を突破し、

商業加盟店数は507店舗となってございま

す。 

 また、最下段でございます。 

 ９月14日にオープンした桜町再開発の商業

施設、サクラマチ・クマモトにおきまして

は、くまモンビレッジを初めとした150店舗
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中140店舗において、くまモンのＩＣカード

の利用が可能となっております。チャージ機

及び券売機も設置されており、９月15日から

10月14日までは、施設内でのカード利用者に

ポイントプレゼント等の開業記念キャンペー

ンが展開されているところでございます。 

 資料の説明につきましては以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○髙木健次委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入ります。 

 何か質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 ２つ質問させてください。 

 １つは、順番は逆になりますが、59ページ

の将来の熊本都市道路ネットワークの検討に

ついてということであります。 

 本委員会においてもさまざまな議論がなさ

れておりまして、この都市圏道路の渋滞解消

に向けたネットワークづくりをどうやってい

くかという課題については、何十年も前から

検討が繰り返されているという話がこの委員

会の中でも出ました。 

 また新たなスタートが切られたかなという

ふうに思っていますが、やっぱりスタートす

るときは、残念ながら検討から始めざるを得

ないんだろうと思いますが、ある面、また検

討かという思いを私自身は持っておりまし

て、多くの県民もそういう、まあ検討せざる

を得ないことはわかっていますが、また検討

で終わるんじゃないかというような心配もあ

るわけでありますが、この皆さん方の行動で

やっていかざるを得ない部分はわかります

が、それは検討から実行につながるという部

分について、何か担保するような、まあ気持

ちの話だけかもしれませんが、そういったも

のがあれば、ひとつ教えていただきたいとい

うふうに思います。 

 それともう一つは、熊本空港のアクセス鉄

道についてでありますけれども、これもまた

さまざまな調査が行われて、時間的な緊迫性

を持ってルート選定をしっかりやるというこ

とであります。 

 ここの話も、前この場で質問させていただ

いておりますが、熊本空港のコンセッション

のビルの建設のほうが先になっていくわけ

で、既にかなり設計のほうも、詳細設計が進

んでいるんじゃないかなと、これはわかりま

せんけれども、私は想像をいたしておりま

す。 

 その際に重要になるのは、アクセス鉄道

が、熊本のコンセッションの新しい空港ビル

にどうアクセスするのかという部分、これ

は、場合によっては、考え方次第では、きち

んと以前から検討をして、その考え方とか中

身を織り込んでおかないと、手戻りというん

ですかね、空港ビルができました、鉄道が入

ってくるけどどこに入れましょうかみたい

な、そんな世界では困るわけでありますが、

その内容の検討状況について、あの部分とい

うのはそんなに大きく変わるようなところじ

ゃないのかなと、どこからどう通ってきて

も、空港ビルにとにかくつながると、空港に

つながることは間違いないわけでありますの

で、例えば、地上２階部分に鉄道が入ってく

るのか、フラットに平面になるのか、もしく

は地下に入ってくるのか、私は全く想像だけ

で話しているわけで、よくわかりませんが、

そのような部分についての内容が、わかる範

囲で結構でありますけれども、わかっている

部分で教えていただければと思います。 

 以上、２点です。 

 

○坂井都市計画課長 今回の検討会でござい

ますけれども、まず検討を始めてスタートを

切らざるを得ないというところがございます

けれども、まず１つは、道路を管理する、直

轄の道路を管理されます国が入っているとい

うことと、それと、それ以外の熊本市が管理
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する道路管理者、それで熊本市が入っている

ということ、それと、その周辺部を管理して

います熊本県が一緒に入っているということ

と、ですから、３者が、都市圏でどういう課

題があるかということについて、同じ共有化

が図られているということがまず１つあると

思います。 

 そういった点で、同じ方向を向いていると

いうことですから、どういった対処ができる

かというのは、もう少し具体的に今後やって

いけるんじゃないかというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

 

○重見交通政策課長 ただいま、空港アクセ

ス鉄道の空港での駅と、あと、新ビルが今後

空港に建ちますが、それとの関係、手戻りが

ないようにということの御質問がございまし

た。 

 まず、今まさに、空港アクセス鉄道につい

ては、詳細の検討をしておりまして、具体的

な路線、線形ですね。あと、それに伴って、

当然、駅とかも形あるいは位置とかというの

も詳細に決まっていくと思いますが、まだ検

討段階ではありますので、非常に流動的では

ありますが、ただ、我々、当然、委員が御指

摘のように、後から空港ビルができて、鉄道

が全くそれまでわからなくて、途中で、例え

ば空港ビルの一部を大きく改造し直すとか、

そういった手戻りというのは、それは非常に

空港ビルにとっても大きな負担ですし、それ

は県民の方にもなかなか大きな混乱を来すと

いう意味で、我々、新たな運営会社とは、し

っかりそういった二重投資にならないような

観点から、今我々がやっていること、スケジ

ュールとかそういったものについても、しっ

かり情報共有を進めているところです。 

 それから、委員から、じゃあ具体的に駅の

イメージはどんなものか、例えばビルの２階

に着くのかあるいは地下なのかという部分が

ございました。 

 この部分については、率直に申し上げる

と、現時点でまだまだわからないというのが

正直なところですが、ただ、我々、これまで

も申し上げていますとおり、空港アクセス鉄

道については、基本的に高架構造を考えてご

ざいます。 

 ですので、それがずっと三里木のほうから

空港まで続いた場合には、高架で空港の駅の

近くまでアプローチして、で、一番利便性を

考えると、その高架構造、２階の部分から空

港のビルの２階に行くというのが非常に利便

性の観点からも自然、いいというふうには考

えておりますが、ただ、いずれにしても、詳

細な制度設計をしていますので、そこはしっ

かり先生の御指摘も踏まえながら、しっかり

その空港会社とも情報共有して、しっかり取

り組んでいきたいと思ってございます。 

 

○前川收委員 まずは都市圏交通の件ですけ

れども、過去にも検討をなさっていた、しか

も、その過去にも検討会とかもつくっていら

っしゃったように記憶しておりますが、その

ときとの違いで今おっしゃいました、実効性

のある機関が入っているということですが、

前も入っていたんじゃないかなと私は思って

おりまして、そこに何か違いがよく見えない

なというふうに思っていますので、その構成

メンバーの中での違いというのがもしあれ

ば、過去との違いがあれば、教えていただき

たいというふうに思います。 

 それと、アクセス鉄道については、もう空

港ビルの完成時期は決まっているわけであり

まして、それに向けた準備が始まっているわ

けでありますね。つまり、空港のアクセス鉄

道というのは、もうある面、空港ビルの設計

が固まった段階においては固まっておかない

と、今おっしゃったように、手戻りになる

と、私も指摘しているように、手戻りになる

わけであります。 
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 あと３年ですかね、空ビルが建ち上がるの

は。でき上がるのは。それまでにはでき上が

っておると。そして、３年かかる建設の設計

というのは、もっと前に当然やるわけですか

ら、それから逆算すると、もうそろそろイメ

ージじゃなくて具体的な話という部分に行か

ざるを得ない、まあ空ビルのほうのコンセッ

ションとの整合をとるという前提でいけば、

そんな時期に来ているのかなというふうに思

って質問したところであります。 

 もちろん、ちゃんと打ち合わせをしていた

だいているし、相手が民間企業になっていま

すから、なかなか先行して県から言うという

ことも言えないかもしれませんけれども、い

ずれにしても、そこはもう結は決まっている

というんですか、ゴールは、その空ビルが完

成することによって、そこにゴールがもう見

えるわけであるし、その完成するための設計

というものについて、もうそこでゴールが示

唆されてないとできない、いけないというこ

とになっているということも踏まえて、ぜひ

鋭意頑張っていただきたいと思います。そっ

ちのほうは答弁はいいです。 

 

○坂井都市計画課長 以前も検討会はござい

ました。メンバーは、やはり国、県、市、そ

れと経済界も入っておりました。その中で検

討いたしたんですけれども、今回どこが違う

かといいますと、例えば、渋滞箇所の数、政

令指定都市、３大都市圏を除く政令指定都市

の中でワースト１という状況とか、それと主

要な駅から空港までの時間とか、そういうと

ころを比べますと、これもワースト１という

ことで、どういう問題、どういう課題がはっ

きり出ているかというのは、国、県、市、経

済界も、その課題がはっきり認識できている

というところが今回は違うかなと思っており

ます。 

 

○宮部土木部長 今都市計画課長のほうから

御説明しましたけれども、実は、今回、整理

した内容について、資料でいきますと、実は

24ページのほうに、新たな広域道路交通計画

というところを掲示しています。 

 今回、この検討会で出された理由につきま

して、この新たな広域道路交通計画の中に位

置づけていこうということで今考えていま

す。 

 そういう意味合いで、さっき前川委員が言

われました担保という意味合いで、実効のあ

る担保と言われるものにはちょっと遠いかも

しれませんが、基本的に、形としては、この

広域道路交通計画、25ページに前回の、これ

は名前が広域道路整備基本計画というのを、

当時、平成10年につくったんですが、これの

今改定をやっております。この中に今回のメ

ニューが織り込まれるという形になります。 

 そういう意味合いで、具体的に出てきたも

のを、これは私のほうで会長としてやってい

るんですが、熊本県の幹線道路協議会です

が、その中で一応位置づけていこうかなとい

うふうに思っています。それが１点。 

 それと、先ほど都計課長が言いましたよう

に、全国で３大都市圏を抜いてからワースト

という形で、これにつきましては、実は、国

土交通省の道路局の幹部の皆さんも、今回、

非常に注目というか、問題視をされていると

ころが、一つ前回とはちょっと違うのかなと

いうふうに、私は肌感覚で感じています。 

 そういう意味合いで、国のほうが、本当に

真剣に実は考え始めているということで、具

体的に、今、周辺の環状道路といいますか、

放射道路については、先ほどありました中九

州横断道路とか中央自動車道とか、そういう

ものに対して着々と進んでいるんですが、そ

れを受ける都市部の部分が、やはりちょっと

不十分ということで、これについてが、非常

に今喫緊の課題として、国、県、それと中心

部である熊本市、これについては、本当に今

最大の問題点ということで、今統一的な感覚
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を持っていますので、これについては、私ど

ももしっかりと取り組んでいきたいというふ

うに思っております。 

 

○前川收委員 もちろん、そうやって今度は

検討で終わりましたなんていうことにならな

いようにしてもらわなきゃならないというの

は、もうみんなわかっていることでありま

す。それはぜひやってください。 

 ただ、過去の検討が、検討に終わらずに実

行されていれば、今のような都市圏内の交通

のワースト１と言われるような状況は招かれ

てなかったんじゃないかと。つまり、やるべ

きことがやれてなくて、結果として、数値と

してワースト１ということを招いてきたとい

う点もあるわけですね、厳しい言い方ですけ

れども。そのことは、やっぱり我々も含め

て、皆さんもしっかり反省をして――過去に

検討したというのは、必要だから検討してい

るはずですよ。必要だから。必要がないこと

は、あんなお金がかかることですから、そう

簡単に検討はできてないはずです。必要だか

ら検討した、検討したけどできてない、でき

てないでどうなったかというと、主要都市

圏、３都市圏を除いて政令指定都市の中では

全国ワースト１の交通渋滞が頻発する、まあ

車が通りにくい、我々の経済活動、社会活動

も含めてですけれども、非常に大きな支障が

出る環境になってしまったということ、この

ことはやっぱり絶対に忘れずに、今回はしっ

かりとそのことをやり遂げていただきたいと

いうふうに思っておりますので、よろしくお

願いします。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 今の関連になりますけれど

も、同じような私も感覚でこの問題を捉えて

おりまして、今回は、それぞれがやっぱり問

題意識を持って、同じ感覚で、国、県、市が

やるということでありますけれども、まあ前

からそうだったと思いますけれども、今回は

やっぱりちょっと本気度が違うのかなという

ふうに思いますが、ただ、またさらにアンケ

ートを実施するというような話、記載もあり

ますけれども、大体この検討状況とか改善の

方向性というのは認識があっているというふ

うに思いますけれども、どこに対して、どの

ようなアンケートをとられるのか、教えてい

ただきたいと思います。 

 

○坂井都市計画課長 この前のシンポジウム

の際に、参加者の皆様にアンケート調査をし

たというところで、まずはどういう職種の方

ですか、運送業とかにかかわっている方です

か、何歳ぐらいの人なんですかというのをア

ンケートがありまして、その後、例えば熊本

中心部から空港へ行く方面の道路が必要です

か、そういう道路はどのルートが重要と考え

ますか、そういったアンケートでございまし

た。 

 一応、それで大体アンケートの集計を行い

まして、今後の第２回の検討会等に役立てて

いきたいなと思っています。 

 あと、シンポジウムとか第１回の検討会の

中でどういった意見が多かったかといいます

と、やはり多かったのは、高校生の皆様の発

表の中でもありましたけれども、例えば、福

岡都市圏と比較した場合、インターチェンジ

から街中まで行くのに、福岡と比べてやっぱ

り時間かかっちゃいますよね、そういう意見

が割と多かったです。で、周辺から市内、市

内から周辺部に行く時間、熊本市内から空港

に行く時間、それが読めない。幅が広いもの

ですから、短時間で行けるときもあるし、長

時間かかっちゃうときもあるということで、

時間が読めないものですから、早く空港に行

かないといけないと。そういったことで、例

えば熊本市内で経済活動をする上で時間が限

られてしまう、そういった意見が多うござい

ました。 
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 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 まあ、そういう問題認識は、

多分もう既につかんでいらっしゃる話だと思

いますので、そこもうまく、まあそこはきち

んとやっぱり生かす必要があると思いますけ

れども、それと、このもともとの今回のやつ

の検討会の出だしが、東バイパスの話かなと

思ったんですけれども、実際どうなんです

か、もう都市圏全体を検討にかけるんです

か。対象道路はどういうルート。 

 

○坂井都市計画課長 まず、都市圏の交通を

考えます実行計画になりますアクションプラ

ンを昨年つくりました。その中で、東バイパ

スの立体交差とか、そういった点をどういう

ふうに具体的にやるかというのが、なかなか

答えがそのときは見出せなかった状態でござ

いました。 

 ということで、ただ、国、県、市が一緒に

なって、東バイパスも含めたところの都市圏

について検討していくテーブルをつくりまし

ょうということについては合意がとれました

ので、その延長線でこの検討会等を立ち上げ

たところでございます。 

 

○鎌田聡委員 じゃあ、もう都市圏全体の道

路を検討していくという組織ということで理

解しとっていいんですよね。 

 

○坂井都市計画課長 スタートは東バイパス

を含めた都市圏の話でございましたので、東

バイパスだけではもうおさまりませんので、

都市圏全体で今捉えたところでございます。 

 

○鎌田聡委員 県の取り組みとして、パーソ

ントリップ調査とかアクションプログラムと

かプランとかつくってきていますので、その

中できちんと都市圏の道路のやっぱり渋滞箇

所とか、そういうのがはっきり出てきていま

すし、それは大きく変わってないと思います

ので、先ほどの話からありますけれども、も

う検討は大体わかっているだろうと思いま

す。渋滞箇所も全てつかんでいらっしゃると

思いますから、それからどう改善させていく

のかということで、時間的緊迫性を持って県

としても取り組んでいただくようにお願いし

ておきたいと思います。 

 で、もう１点いいですか。 

 済みません、ちょっと話は変わりますけれ

ども、国際線の関係ですね。33ページ。 

 日韓関係の話がありまして、ティーウェイ

航空が10月26日まで運休ということでありま

すけれども、10月27日以降は大丈夫なんでし

ょうか。 

 

○重見交通政策課長 ティーウェイ航空側か

ら、運休が確定的に今伝えられているのは、

いわゆる10月26日まで、夏ダイヤ期間となっ

てございます。 

 ただ、では、10月27日以降のその冬ダイヤ

について、飛ぶのかという部分については、

正直な話を申し上げると、全くの白紙という

ふうに聞いておりまして、現時点で飛ぶとも

飛ばないともというお話は受けていません。 

 ただ、我々としては、先ほども申し上げた

とおり、可能な限り早く戻ってきていただ

く、再び運航していただくというために、今

一生懸命先方とお話なり協議をしているとこ

ろでございます。 

 

○鎌田聡委員 なかなかこれは難しい問題だ

ろうと、相手がある話だからですね。難しい

話だろうと思いますけれども、ぜひ、粘り強

くと書いてありますので、よろしくお願いし

たいと思いますし、あと、この36ページです

か、７月までのソウル線とか大邱線の状況を

書いてありますが、これはインのほうが落ち

込んでいるんですか、アウトのほうが落ち込

んでいる。 
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○重見交通政策課長 例えばソウル線、４月

から７月の表を見ていただくと、４月は75.3

％だったものが67.3％まで落ちていると。確

かに、さらに減少傾向にあります。これにつ

いては、そもそもほとんど、ほとんどという

か、圧倒的にインとアウトの割合で言うとイ

ンバウンド、韓国からのお客様が多いという

そもそもの状況がございましたが、この減少

は、ほとんど韓国側、インバウンドのほうと

思っていただいてよろしいかと思います。 

 

○鎌田聡委員 やっぱり影響は非常に、航空

線イコール県内の経済のほうにも大きくやっ

ぱり影響してまいりますので、これはこの前

も質問で申し上げましたけれども、やっぱり

これはなかなか国、国の話で難しいと思いま

すけれども、やっぱり状況はしっかりとこれ

は政府にも伝えていただいて、何とか冷静に

どうか対応できないものか、これは熊本だけ

じゃなくて日本国内全体、特に九州が大きな

打撃を受けておりますので、そういう状況は

ぜひ対応していただきたいと思いますので、

まあ航空線のほうは粘り強く、よろしくお願

いしたいと思います。 

 

○田代国広委員 もとに戻るばってん、都市

交通の件で。 

 

○髙木健次委員長 何ページですか。 

 

○田代国広委員 都市圏交通に関する件。 

 私から言わせれば10年前にできておくべき

案件だと思うんですよ。今さらしていきます

なんて。なぜならば、人口減少の中に入りま

したんですよね。これを今から検討してつく

っていく。最低でも10年はかかると思うんで

すよ。で、その20年後の人口動向、こういっ

たものもしっかりと踏まえて検討されている

のかあるいはされるつもりなのか。人口減少

じゃないならば、もうもろ手を挙げて賛成す

るんですけれども、20年後の人口はどうなっ

ていくのか、その辺をやっぱり見越してこの

事業は進めないと、つくった後で、もう２～

３年たったらだめ、他の事業でも負の遺産と

いうことが出ていましたが、残されるか、将

来にわたって。そこのところで一番心配なの

は、人口の減少ですね。どういった形で利用

になるのか。将来、つくったけれども、負の

遺産じゃ意味がないわけですから。ここのと

ころで訴えなきゃならないのは、やっぱり人

口減少をどこまで抑えるか。 

 熊本市は、他の郡部と違って人口減少は少

ないかもしれませんけれども、やっぱり郡部

の方々も当然利用するわけですから、この問

題を検討するに当たっては、最も大事なの

は、やっぱり人口の形態だと思います。この

点をどう考えておられますか。 

 

○坂井都市計画課長 都市圏の総合交通戦

略、アクションプランをつくるに当たって、

推計値がございます。パーソントリップ調査

を以前やっておりまして、そのデータが基礎

になっております。そのデータで20年先の交

通を予測するのでございますけれども、それ

については、人口減少等を踏まえた上で推計

値を出して、将来、例えば今計画している道

路ができた場合、完成した暁にどういう交通

渋滞が発生するかという予測をやっておりま

すので、将来の人口を予測した上で推計値を

出しております。 

 以上でございます。 

 

○田代国広委員 関連して、空港へのアクセ

ス。 

 今回の代表質問あたり、一般質問でも、大

変この問題が取り上げられまして、大なり小

なり、ある程度の期待と同時に不安みたいな

ものが感じられておるような気がいたしま

す。私自身も、今の段階では極めて不安のほ
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うが多いんですね。多くの県民の方々も、や

っぱり不安を持っておられるようです。 

 やっぱり分岐するということは、そういう

利便性が低くなるわけですから。確かに、運

動公園を利用する方にとっては、確かに有効

な政策だと思うんですけれども、空港を利用

される方にとって、果たして分岐したこのア

クセスが有効な手段として歓迎されるだろう

かというのを大変危惧いたします。よく二兎

を追う者は一兎をも得ずと言いますからです

ね。 

 しかも、先ほど前川先生おっしゃったよう

に、乗降口ですね、空港への、これはやっぱ

り最大のキーポイントになると思うんです

よ。乗降口の利便性が高まらないとした場合

には、もうむしろ空港ライナーにほとんどま

さるようなアクセスにならないような気がす

るんですよ。 

 非常に私は心配しておるので、先般申しま

したが、今、その精査中と申しますか、非常

に検討されておるようで、採算面ではね。採

算が合わなければ、もういけないわけでござ

いますから、その辺のところをしっかりと検

討していただきたいと思いますが、これをつ

くった場合の年間の運行経費、大体どれぐら

いかかる見込みなんですか。 

 

○重見交通政策課長 ただいま委員から、空

港アクセス鉄道が実現した場合の年間の経

費、いわゆるランニングコストのことかと思

いますが、これについては、済みません、現

時点でまずルートが詳細に決まっていないの

で、具体的にその金額、今手元にないという

のが正直なところでございます。 

 ですので、これは繰り返しになりますが、

今年度、詳細調査をして具体的なルートが本

当に固まっていく。当然、ルートが決まれ

ば、その後に運行計画と申しまして、例えば

運行ダイヤであるとか、あとは運行の本数と

か、それに伴ってどれだけの運転士さんが必

要かとか、そういったものがその後ようやく

決まって、そこからお金をはじくという作業

の順番になりますので、現時点で年間の経

費、ランニングコストが幾らですと、この時

点で申し上げる数字は、手元に、済みませ

ん、ございません。 

 

○田代国広委員 ランニングコストがわから

ないならば、プラスの経費も、費用対効果も

わからないわけですよね。そのランニングコ

ストですか、それはやっぱり緊急にちゃんと

精査しなければ、費用対効果は出ないんじゃ

ないですか。 

 

○重見交通政策課長 昨年度、我々、概略の

調査、これは平易な言葉で言うと、あらあら

の調査ということになりますが、こちらで

は、当然、その収支、採算性を計算しており

ます。 

 まず、三里木ルートを我々今回選んで、そ

れを調査しておりますが、三里木ルート、昨

年度の調査によると､まず１日の需要が6,900

人でございました。 

 そのときに、まず端的に結論から申し上げ

ると、例えば運行のための人件費であるとか

あるいは動力費だの、いわゆる電気代です

ね。こういうものについて賄える、年間収支

の採算性は賄えるという結果となったという

ところはございます。 

 

○田代国広委員 この議案を議論して、最終

的にはその結論が出るんですね。我々は、議

案に対して賛成するならば、何百億と使うわ

けですから、それに対する革新的なものがな

いと、要望したままでは賛成できません。し

たがって、私たちが納得できるようなやっぱ

り形、課題と申しますか、もちろんそういっ

たのを目指して頑張っておられるんでしょう

けれども、もう一度よろしくお願いしておき

ます。 
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○髙島和男委員 航空路線の国際線につい

て、ちょっとまた戻りますけれども、２つの

路線が運休になってちょうど１カ月がたった

わけでございますが、韓国の方々が利用して

いた、例えばホテルであったり、ゴルフ場で

あったり、相当な打撃があっているんじゃな

いかと思うんですけれども、そういった施設

等々に聞き取りであったり、そういった調査

をされたのであれば、教えていただきたいと

思います。 

 

○重見交通政策課長 御指摘のとおり、県

内、韓国からのお客様は非常に多かったわけ

です。今回の運休に伴う調査につきまして

は、商工労働部などが実際に各旅館あるいは

ホテルに聞き取り調査を実施したところでご

ざいます。 

 その概要を申し上げますと、やはり旅館、

ホテルごとに、どこのお客さんを受け入れて

いるかというのでかなり違うという実態がご

ざいます。 

 例えば、韓国のお客様にかなり依存してい

るようなところでは、やはり苦しい、影響が

大きいと答えられるところもあれば、あるい

はかなり受け入れるお客様を分散されて、あ

る意味リスクヘッジになっていたんだと思い

ますが、そういう旅館なりホテルについて

は、それほどの影響はないと回答されている

方もいらっしゃいまして、状況としてはケー

ス・バイ・ケースだということにはなりま

す。 

 ただ、当然、飛行機が飛んでいたとき、飛

んでいなかったときを比べると、それは影響

があるというのは確実でございますので、そ

こは先ほども申し上げましたけれども、しっ

かりまた飛んできてもらう、飛んでいただく

ということのために、しっかり粘り強く対応

していきたいと思っています。 

 

○髙島和男委員 おっしゃるとおりだと思う

んですけれども、今回の日韓関係の悪化で、

やっぱり我が国のインバウンドが周辺のアジ

ア諸国にかなり依存をしていると。関係が悪

化して、これだけのやっぱり大打撃がある

と。周辺の中国であったり、韓国、台湾ある

いは香港という国々が、なかなかやっぱりち

ょっと政情が、特に最近は不安定な要素が多

いので、今重見課長がおっしゃったように、

やっぱり依存するというんじゃなくて、リス

クヘッジ、分散をしておく必要がある。 

 その中で、今回のラオス便というのが出て

きたのかなと思うんですけれども、この間、

自民党でも勉強会をさせていただきました。

ラオスの国情であったり、人口、経済状況等

もお聞かせをいただきましたけれども、仮に

これが就航が決まると、向こうからのインバ

ウンドというよりも、どちらかというとこっ

ちからのアウトバウンドに力を入れないと、

この就航そのものがなかなか厳しいんじゃな

いかなと、私は個人的に感じたところであり

ます。 

 今、なかなか難しいかもしれませんけれど

も、ラオス就航が決定したときに、アウトバ

ウンドに対しての何らかの支援策であった

り、そういう部分がもしも今構想の中にあれ

ば、お聞かせいただければと思います。 

 

○重見交通政策課長 先生御指摘のとおり、

ラオスが仮に就航した場合、我々として思っ

ているのは、当然、アウトバウンドの方もい

らっしゃると思いますが、ラオスという国自

体が650万人程度の人口で、正直な話、マー

ケットとしてはそれほど大きくないという現

状がございます。 

 ただ、一方で、ラオスから、例えばタイと

かベトナムなどといった国々にラオス航空自

身が飛行機を飛ばしておりますので、我々と

しては、例えばそういったベトナム、タイと

か東南アジアの国々の方が、ラオス経由で熊
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本あるいは日本に来られるというケースは大

いにあり得るだろうというふうにまず考えて

いるのが１点でございます。 

 その上で、ただ、一方で、当然アウトバウ

ンドについても力を入れなきゃいけないとい

うのは重々我々も承知しておりまして、そう

いう観点では、例えば、これまでもほかの国

際線で実施しておりましたが、例えば空港の

駐車場、１日今駐車いたしますと800円かか

りますが、これを熊本発着の国際線を使われ

る方には無料にしたりとか、あるいは片道

2,500円の助成などを今他の路線ではやって

おりますので、そういったような同様の支援

で、アウトバウンドの方についてもしっかり

対応していきたいというふうに思っておりま

す。 

 

○岩下栄一委員 阿蘇地域の道路整備が順調

に進んでいることは大変ありがたいことであ

りますけれども、滝室坂ですね。全長６キロ

と。これは、今完成しているのは500メート

ルから600メートルということで、去年の６

月ですか、波野神楽を呼んでにぎにぎしく起

工式がありましたけれども、何か速度がちょ

っと遅いかなという感じがしますけれども、

あと何年ぐらいかかるんですかね。見通しと

いうか、滝室坂。 

 

○亀崎道路整備課長 滝室坂道路につきまし

ては、６月の時点では、避難坑で1,000メー

トル、これは20％、本体のトンネルについて

は350メートルということで、これは７％で

ございますが、今、掘削に入って、どんどん

と進んでおります。 

 この３カ月、９月時点では、1,000メート

ルの避難坑が1,470メートルということで、

470メートル進んでおります。また、本坑に

つきましても、350から600メートル、約250

メートル進んでおりまして、今のところ多少

の水が出ているのは確認されておりますが、

掘削については影響を及ぼすものではないと

いうことで聞いております。 

 着工式から、いろんな機材を据えるために

時間はかかりましたけれども、今、掘削に入

ってからは順調に進んでいるということでご

ざいます。 

 ただ、あと何年かかるかということにつき

ましては、前回も申し上げましたとおり、や

っぱり水が出るという予想がされておりまし

て、そこをどう乗り切るかということと、今

発注されておりますのが１期工事でございま

す。全線一発で契約されてはございません。

これは２期に分けて発注ということでござい

ますので、現時点ではいついつと言うのはな

かなか申し上げられませんけれども、我々と

しては、委員御指摘のように、一刻も早くと

いうことで、あそこは…… 

 

○岩下栄一委員 よろしくお願いします。 

 

○亀崎道路整備課長 はい。雨が降った場合

にはそういう規制もありますし、安定的に交

通を確保するという意味では非常に大事だと

思っております。我々も、早期整備を国には

求めていきたいと思います。 

 

○岩下栄一委員 よろしくお願いしておきま

す。 

 あと、ラオス航空ですけれども、これまで

日本にあるいは熊本になじみが薄かったラオ

スでありますけれども、向こうからプロポー

ザルがあって、大変結構なことだと思うんで

すけれども、もともと社会主義国ですよね、

ラオスは。しかも、旧日本軍が随分フランス

相手に暴れ回った地域で、日本人に対する感

情的なものが少しあるんじゃないかなと心配

しているんですけれども、対日感情というの

はいいんですかね、ラオスは。 

 

○重見交通政策課長 これは、熊本ラオス友
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好協会という団体がございまして、そちらの

事務局長さんからお聞きした話でございま

す。 

 まず、社会主義国と、そういう政治体制を

とっているというのは事実でございますが、

ただ、すごく極端な、いわゆるちょっと近づ

きにくいような国ではないというようなお話

はまず聞いております。 

 それから、まず日本人に対するイメージで

すけれども、現地では非常に日本に対するイ

メージがいいというふうに伺っておりまし

て、非常に日本人だとわかると好意的だと、

すごく歓迎してくれるというお話を聞いてご

ざいます。 

 

○岩下栄一委員 ほら、旧日本陸軍が大分暴

れ回ったでしょう。それで、陸軍参謀で、戦

後国会議員をした辻政信がラオスで殺された

んですね。まあ、行方不明になって殺された

らしいけれども、そういう土地柄だから、対

日感情がどうかなとちょっと思ったんですけ

れどもね。まあ、問題なければ結構です。 

 

○田代国広委員 ラオス航空ですけれども、

最初は福岡空港を希望したみたいなんですよ

ね。ラオス航空は。ところが、福岡空港に断

られたものですから、地理学的に熊本がいい

ということで熊本になったというふうに聞い

ておりますが、非常に私はこれを聞いたとき

うれしかったんですね。 

 というのが、先般、長崎で九州の正副議長

会がございまして、懇親会が、まあ議長、副

議長だけで懇親会をするんですけれども、こ

こで、福岡とか長崎の議長、副議長さんたち

が東南アジアのことを話されるんですよ。非

常に治安もいいと、経済も発展していると。

そういう話を聞いて、私は全く無知だったも

のですから、聞いとったんですけれども、こ

れから先、やっぱり東南アジアに熊本県も目

を向けるべきじゃないかなというようなこと

を感じたんですよ。感じたところにそのラオ

スが決まったものですから、非常にうれしか

ったんですけれども、とにかく治安もいい

し、岩下委員が心配されたようなことは彼ら

はないと言っておりますから、多分それは、

そちらのほうにやっぱり今後、日中、日韓、

日台、大事ですけれども、今後は東南アジア

のほうにも視野を広げていく必要性も感じた

んですけれども、いかがですかね。 

 

○重見交通政策課長 ただいま御質問ござい

ました。 

 まさに、まず経緯を申し上げると、まず福

岡空港を最初希望していたら、まあ発着枠の

関係でちょっと。ただ、熊本が最終的に選ば

れた理由というのは、まず九州の真ん中とい

う地理的な位置がいいというのもあります

が、もう１つ、例えば熊本から都市圏、東

京、大阪とか名古屋、そういったところに飛

行機が多く出ているということで、非常に乗

り継ぎがいいという観点から、最終的に熊本

が決定したというふうに聞いてございます。 

 その上で、まず東南アジアの重要性を、今

先生からお話がございました。我々として

も、全く同じでございます。先ほどもござい

ましたが、もちろんラオスだけではなくて、

その周辺国からのインバウンドのお客様を迎

え入れるということも、非常に実現できる可

能性が高いですし、あと、やはり今日韓路線

がこのように運休というような事態になって

いるときに、やはりそのインバウンドのお客

様を迎え入れる先、元というのを多様にして

おくというのは非常に重要なことですので、

そういった意味で、今回のラオス線は、その

東南アジアなどのお客様を迎え入れることが

できるという点で、我々としても非常に喜ば

しいことと思っておりますので、そこはしっ

かり就航が実現できるように頑張りたいとい

うことでございます。 
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○髙木健次委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○前田憲秀委員 済みません、ほとんど関連

になりますけれども、そのラオス線に関して

は、11月末を目標に動かれているわけですよ

ね。もうすぐ２カ月ぐらいなんですけれど

も、例えばコンソーシアム、新しい航空会社

はどう思っているんですか。まずそれを。 

 

○重見交通政策課長 ただいま、11月下旬で

就航計画を彼らは立てて、国に実際に申請を

出しているという状況です。 

 空港会社としてどう考えているのかという

ところでございますが、これについては、当

然、ウエルカム、非常に歓迎すべきこととい

う状況でございます。 

 

○前田憲秀委員 さっき、一部先生からもい

ろいろあったように、岩下先生からもあった

ように、新しい航空会社が、日本で初めての

定期路線を熊本でということであり、もう少

し熊本県も、ラオスってどういう国なんだ、

そういうアピールももう必要な時期なんじゃ

ないかなと思うんですよ。11月末に就航し

て、新しく就航しましたと、もうすぐの話な

ので、そこは、先ほどの説明には、同社と国

等の関係機関との協議を見守っていくとい

う、それは当然そうなんでしょうけれども、

もう少し県民に向けて、アウトバウンドの話

もありましたけれども、アピールがあってい

いんじゃないかな。その機運が、またその新

規就航路線に結びつけるということにもなる

んじゃないかなと思うんですけれども、どう

ですか。 

 

○重見交通政策課長 ラオスについて、県民

へもっと理解促進をしてはどうかという、そ

のとおりだと思います。 

 確かに、ラオス、なかなかなじみのない国

でございますので、ただ、就航計画上は２カ

月先と、もうすぐだということで、その部分

については、我々も、しっかり今後、県民の

方に、ラオス便が来る可能性があるというこ

ととか、あるいはそもそもラオスってこんな

国だよとかいうことの理解を進めていただく

ための何かしらの取り組みはしなければいけ

ないというふうに思っております。 

 今回、この就航計画のお話があったとき、

実際に旅行会社とかも関心を示しているとこ

ろは数社ございます。当然、彼らも、就航が

実現しそうだということであれば、旅行ツア

ーとかの商品をつくったりしますので、我々

も、そういった関連する旅行会社なりと一緒

になってＰＲなどをしていきたいというふう

に思います。 

 

○前田憲秀委員 ぜひお願いします。例え

ば、新規就航が実現したとして、行ってみよ

うというふうに、もうそういう計画を立てる

時期なんじゃないかなと思うんですよ、２カ

月前というと。それはぜひお願いしたいなと

思います。 

 それと、もう１点だけいいですか。これも

重なりますけれども、アクセス鉄道の件で。 

 私は、固まる前に、まあ夢も含めて、しっ

かりお願いをしたいと思うんですけれども、

本会議の議論でもさまざまありました。乗り

入れは今のところまだ考えていませんと、そ

れはＪＲさんとの協議の結果とか、さまざま

あると思うんですけれども、そもそも三里木

駅から分岐ということで、三里木駅にアクセ

ス鉄道が直角でなんていうことはないですよ

ね。 

 

○重見交通政策課長 我々、現時点で考えて

いるのは、直通乗り入れはまずしないという

ことです。ただ、直通乗り入れはしないもの

の、利用者の利便性を考えて、対面ですばや

く、簡単に乗りかえられるようにするという
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ことです。ということは、線路と線路が向か

い合わなければいけませんので、直角に入る

ということは想定しておりません。 

 

○前田憲秀委員 それを聞いてちょっと安心

しました。いわゆる、新幹線が開通する前の

新八代駅のようなイメージを考えていいんで

すよね、今の御答弁はですね。 

 まあ、これは将来の夢の話ですけれども、

今、羽田空港から京急線で都内に行くルート

があるじゃないですか。僕は、あれをイメー

ジするんですよ。規模こそ、利用客も全然小

さいですよ。で、京急蒲田で京急線に乗り入

れるわけですけれども、今度、何か聞けば、

品川―羽田間も大幅に減額になるという話を

聞いています。特別料金の加算もなくなっ

て。ますます利用者もふえると思うんです

よ。都会では、いわゆる地下鉄と私鉄の相互

乗り入れというのが、今盛んに行われている

わけですよね。利害も違うし、営業計画も全

然違うのが、そうやって相互乗り入れをし

て、お互いが相乗効果を出そうということな

ので、決して熊本のほうのアクセス鉄道も実

現できないことはないと私は思うんですね。 

 ですから、これはもう答弁はできないでし

ょうけれども、まあ並行にホームはつけると

いうことから、乗り入れは絶対にあるべきと

いうふうに私は申し上げておきたいと思いま

す。じゃないと、利用する人のイメージが湧

かないんですよね。大きな荷物を持ってホー

ムを乗りかえて、また乗りかえるというの

は、答弁はちょっとできないと思うんですけ

れども、乗り入れだけは申しておきたいと思

います。よろしくお願いします。 

 

○髙木健次委員長 ほかにありませんか。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○髙木健次委員長 なければ、質疑はこれで

終了いたしたいと思います。 

 次に、閉会中の継続審査についてお諮りし

ます。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

会議規則第82条の規定に基づき、議長に申し

出ることとしてよろしいでしょうか。 

  (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○髙木健次委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 その他として何かありませんか。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○髙木健次委員長 なければ、本日の委員会

はこれで閉会します。 

 大変御苦労さまでした。 

  午前11時９分閉会 
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